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１．グループミーティング報告

参加者:東、斧林、大西、中村(4丁目)、大石、小林、大川 、
　　　　安藤、中川、李、深井

話しあったこと ・決まったこと

①協議会HPへの掲載内容の確認
⇒「まち資源」には、空家・空地をはじめとする遊休空間 だけでなく、歴史や景観、
ひとも含めた広い意味をもたせたい

⇒大石さん案をベースに、メールやLINEで引き続き意見収集して来月グループミーティングで
決定

②外部への情報発信について

⇒協議会HPへの投稿、よみっこ掲載など、不特定多数へ情報発信するシーンが出てきたので、

協議会共通の判断基準があるとよいのでは



⇒まずはグループ内でルールを決めて運用してみる。大石さんの素案「情報発信などで気を

付けたいこと」を共有。

③まち歩きWS（5/15）について
⇒レポート＆写真にて報告、参加者から感想や意見のシェア

⇒話題となったのは、「特定空家に認定されるための働きかけ」「活用空家のサポート体制」

④斧林さんオープンガーデン（5/15～29）の様子
⇒平均１０人以上、よみっこ掲載日は３０名と盛況。

⇒花の咲き具合は、気候によるのでスケジュール組みが難しい

⇒ご自身が交流を楽しまれて「やってよかった。来年もやってみようかな」

⑤6月の活動　※時間切れ・・次回からは配分注意
⇒まち歩きＷＳに関しては４丁目まで一巡したので、次回はテーマを設定する？



2．課題・懸案事項

・情報公開

⇒まずはグループで試し運用してみるが、協議会としても共通ルールがほしい

・情報共有（画像・リスト・マップなど）

⇒メンバー限定の情報共有方法（いつでもみられるデータ）を検討したい

・グループの基本方針フレーズ

⇒各自検討、次回ミーティングで決定

・次回まち歩きＷＳ

⇒各自検討、次回ミーティングで決定

て説明する。

マスコミ対応
 記事をチェックさせてもらえるよう“取材前に“お願いする
※ 記事にしてほしくないことや写真に撮られたくないものがあれば、取材時に伝えるのでも良いの
ですが、その時は気が回らないものです
 取材前に、原稿や写真を用意する。
※ 記事チェックを受け入れてもらえない場合は、こちらから出す情報を資料としてまとめて渡し、そ
れ以上には話をしないこと

イベント告知
 必要事項を簡潔に
※ いつ、どこで、誰が、どんなことをするのか、告知を見た人にどうして欲しいのか（できれば連絡
先も）



情報発信などで気を付けたいこと（案） 

 1 / 1 

基本 

➢ 他人のものは大切に扱う 

➢ 他人の気持ちに配慮する 

 

使用許諾 

➢ 当事者の許諾を得たうえで使用する場合もあるが、極力使わないのが無難 

➢ 許諾を得るときは、相手方に対象物、使用方法、使用期間を明示する。できる限り書面を併用して説明する。 

 

マスコミ対応 

➢ 記事をチェックさせてもらえるよう“取材前に“お願いする 

※ 記事にしてほしくないことや写真に撮られたくないものがあれば、取材時に伝えるのでも良いのですが、その時は気が回らな

いものです 

➢ 取材前に、原稿や写真を用意する。 

※ 記事チェックを受け入れてもらえない場合は、こちらから出す情報を資料としてまとめて渡し、それ以上には話をしないこと 

 

イベント告知 

➢ 必要事項を簡潔に 

※ いつ、どこで、誰が、どんなことをするのか、告知を見た人にどうして欲しいのか（できれば連絡先も） 
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